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期
学
生
募
集

【募
集
期
間
】

平
成
１５
年
１２
月
１５
日
～

平
成
１６
年
２
月
２９
日

【募
集
学
生
】

■
全
科
履
修
生

（卒
業
を
日

指
す
学
生
）

■
選
科
履
修
生

（
一
年
間
在

学
す
る
学
生
）

■
科
目
履
修
生

（半
年
間
在

学
す
る
学
生
）

◇
満
１８
歳
以
上
で
大
学
入
学
資

格
を
お
持
ち
の
方
は
全
科
履

修
生
に
、
満
１５
歳
以
上
で
あ

れ
ば
誰
で
も
選
科

・
科
日
履

修
生
と
し
て
入
学
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◇
入
学
試
験
が
な
く
、
自
宅
で

大
学
の
授
業
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

◇
宮
崎
市
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

に
宮
崎
市
分
室
が
あ
り
、　
一

部
の
科
目
に
つ
い
て
、
番
組

再
視
聴
で
き
ま
す

（詳
し
く

は
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
）。

大
学
院
修
士
科
目
生
平
成
１６
年

第
１
学
期
募
集

○
修
十
科
目
生

【募
集
期
間
】

平
成
１５
年
１２
月
１５
日
～

平
成
１６
年
２
月
２９
日

『半
年
間
在
学
し
、
自
分
の

学
習

・
研
究
し
た
い
科
目
を

選
択
し
、
履
修
す
る
学
生
』

・
‐８
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で

も
入
学
で
き
ま
す
。
入
学
試

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
一
科
日
か
ら
で
も
学
べ
ま

す
。

・
現
職
教
員
の
方
の
専
修
免
許

状
取
得
に
利
用
で
き
ま
す
。

※

「修
士

（学
術
と

の
学
位

の
取
得
を
目
指
す
修
士
全
科

生
の
募
集
は
終
了
し
て
い
ま

す
。

【資
料
請
求
問
い
合
わ
せ
先
】

放
送
大
学
宮
崎
字
習
セ
ン
タ
ー

日
向
市
本
町
Ｈ
１
１１

電
話
５
３
１
１
８
９
８

（月
祝
日
休
）

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
一命甲
ミ
〓
〓
〓
と
も
，
ｂ
Ｏ
一℃
すヽ
０

願
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（０
１
２
０
）
８
６
４
１
６
０
０

『批
致
殺
署
者
Ｅ家
族
義
援
金

委
員
会
』
が
発
足
し
ま
し
た

皆
様
も
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
ご

存
知
の
と
お
り
泣
敦
被
告
者
と

そ
の
ご
家
族
は
、
北
朝
鮮
と
い

う
生
活
習
慣
や
言
葉
等
が
異
な

る
国
で
の
居
住
を
長
期
間
に
わ

た
り
余
儀
な
く
さ
れ
日
本
で
の

生
活
基
盤
が
失
わ
れ
た
方
々
で

す
。
日
本
で
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
た
め
に
は
、
多
く
の
国

民
の
方
々
の
理
解
と
善
意
が
必

要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
泣
致

被
害
者
と
そ
の
ご
家
族
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
内

閣
官
房
の
協
力
の
下

「泣
致
被

害
者

・
家
族
義
援
金
委
員
会
」

（全
国
規
模
）
が
設
置
さ
れ
、

義
援
金
田
座
を
設
け
、
義
援
金

を
募
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

同
委
員
会
の
活
動
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

『義
援
金
の
受
付
』

【受
付
窓
口
】
郵
便
振
込

口
座
番
号

日
座
名

「粒
致
被
害
者

・
家
族
義
援

金
委
員
会
」

※
振
替
用
紙
の
通
信
欄
に

「泣

致
被
害
者

・
家
族
義
援
金
」

と
明
記
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
　
役
場
住
民
福
祉
課

諸
塚
駄
貸

つ
け
順

全
国
大
会
に
つ
い
て

第
２
回
諸
塚
駄
賃
つ
け
唄
全

国
大
会
が
、
１１
月
１５
日
村
内
外

か
ら
少
年
少
女
の
部
に
５
人
、

一
般
の
部
に
１
１
７
人
が
出
場

し
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
「駄
賃
つ
け
唄
」
は
、
車
道

が
開
通
す
る
以
前
の
昭
和
初
期

ま
で
、
諸
塚
か
ら
延
岡
市
や
、

熊
本
県
馬
見
原
へ
と
向
か
う
物

資
運
搬
の
道
中
に
歌
わ
れ
た
諸

塚
村
を
代
表
す
る
民
謡
で
す
。

こ
の
大
会
は
、
唄
の
継
承
と
苦

及
を
図
る
た
め
昨
年
か
ら
始
め

ら
れ
出
場
者
も
前
年
よ
り
倍
増

し
ま
し
た
が
、
少
年
少
女
の
参

加
が
少
な
い
よ
う
で
す
。
民
謡

ク
ラ
ブ
の
方
が
指
導
い
た
し
ま

す
の
で
、
来
年
度
は
多
数
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
尚
、

駄
賃
つ
け
唄
の
Ｃ
Ｄ
と
カ
セ
ッ

ト

テ

ー
プ

は
、

し

い

た
け
の
館

で
販
売
し

て
お
り
ま

す
。

含同就職面談会参加募集
県内で職をお探しの方と、県内企業との出会

いの場として就職面談会を開催します。

参加ご希望の求職中の方、手続きは必要ありま

せん当日会場へお越しください。

参加は無料です。

事業主の皆様へ

宮崎県の就職事情をご理解いただき、多数の参加にご協力

ください。なお、参加は無料です。

申 込 先 1宮崎県雇用支援機構事務局

申 込 期 間 t缶会場開催日の 10日 前まで

お間合せ先 :宮崎県雇用支援機構事務局

TEL 0985-64-0021  FAX 0985-50-1255

会 場 備日 会    場 開催時間

場会崩都 1 円2 1 日 ウエルサンピア都城

延岡会場 2月 5日 延団総合文化センター

宮崎会場 2月 25日 宮崎県立芸術劇場

対 畜 卒 (冨卒を除
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紳
稲
に
っ
ぃ
で

徽

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
回
想

＜一＞

涙

川

安

幸

現
在
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な

ど
の
狩
猟
期
間
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
シ
カ
に
よ
る
造
林
木
ヘ

の
被
害
が
問
題
と
な

っ
て
お

り
、
シ
カ
の
生
息
調
査
な
ど
を

実
施
し
た
結
果
、　
一
部
の
地
域

で
メ
ス
ジ
カ
の
可
猟
区
域
の
拡

大
と
シ
カ
の
狩
猟
期
間
の
一
ケ

月
の
延
長
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。今

回
拡
大
さ
れ
た
メ
ス
ジ
カ

の
可
猟
区
域
に
は
、
諸
塚
村
は

設
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
近

隣
の
町
村
が
区
域
に
入
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
諸
塚
村
で
も
猟

期
を
過
ぎ
て
、
有
害
鳥
獣
駆
除

に
よ
り
狩
猟
可
能
な
期
間
が
設

定
さ
れ
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
猟
友
会
で
は
山
中
で

も
目
立

つ
よ
う
に
、
オ
レ
ン
ジ

色

の
ベ
ス
ト
と
帽
子
を
青
用

し
、
狩
猟
事
故

の
防
止
に
努
め

る
こ
と
を
呼
び

か
け

て
い
ま

す
。

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
で
狩
猟
の

安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
諸
塚
村
の
狐
期

平
成
１５
年
１１
月
１５
日
か
ら

平
成
１６
年
２
月
１５
日
ま
で

〇
図
１
の
区
域
の
シ
カ
の
猟
期

平
成
１６
年
３
月
１５
日
ま
で

（諸
塚
村
は
区
域
外
）

戸
下
地
区
に
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
が
結

成
さ
れ
た
昭
和
二
十
四
年
と
言
え

ば
、
敗
戦
の
衝
撃
が
ま
だ
醒
め
や

ら
ぬ
頃
で
あ
り
、
戦
中
か
ら
あ
っ

た
総
べ
て
の
団
体
結
社
は
占
領
軍

の
命
令
で
有
無
を
言
は
さ
れ
ず
解

散
さ
せ
ら
れ
、
基
の
後
に
い
わ
ゆ

る
、
「民
主
国
体
」
な
る
も
の
が
、

そ
れ
こ
そ
両
後
の
筍
の
如
く
結
成

さ
れ
た
頃
で
も
あ
り
ま
す
。

国
民
全
体
が
た
然
自
失
の
状
態

で
、
こ
れ
か
ら
先
ど
ん
な
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
の
中

に
、
降

っ
て
湧
い
た
様
な
、
「民

主
主
義
」
と
か

「自
由
主
義
」
等
、

当
時
の
一
般
市
民
に
は
聞
き
慣
れ

な
い
言
葉
が
、
我
々
の
生
活
の
中

に
押
し
寄
せ
、
私
達
の
心
と
行
動

を
ゆ
さ
ぶ
っ
て
い
た
が
、
二
十
四

年
頃
と
も
な
れ
ば
、
少
し
は
平
静

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
っ
た
頃
で
し

た
。
新
し
い
時
代
の
暮
開
け
に
当

た
り
、
農
民
と
言
え
ど
も
新
時
代

に
適
応
出
来
る
人
材
の
育
成
が
重

要
で
あ
り
、
明
る
い
未
来
が
展
望

出
来
る
農
村
の
建
設
を
と
い
う
主

旨
の
も
と
に
、
「農
業
改
良
助
長

法
」
が
公
布
さ
れ

「農
業
改
良
普

及
員
」
の
制
度
が
発
足
し
、
其
の

制
度
の
中
で
、
新
し
い
感
覚
を
持

っ
た
農
村
青
少
年
の
育
成
の
た
め

に
採
り
入
れ
ら
れ
た
の
が
、
４
Ｈ

ク
ラ
ブ
で
あ
り
ま
す
。

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
は

「
一
人

一
人
研

究
」
を
、
基
本
と
し
て
、
農
業
経

常
の
中
か
ら
又
、
農
村
生
活
の
中

か
ら
何
か

一
つ
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
研
究
を
行
い
、
其
の
成
果
に

つ
い
て
は
、
全
員
の
前
で
発
表
し
、

全
体
の
評
価
を
受
け
る
事
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
又
、
何
人
か
の
グ

ル
ー
プ
で
行
わ
れ
る
事
も
あ
り
、

ク
ラ
ブ
合
体
で
取
り
組
む
研
究
課

題
を
設
定
す
る
事
も
あ
り
ま
し

た
。何

れ
も
課
題
設
定
に
あ
た
っ
て

は
各
自
の
自
主
性
を
尊
重
し
な
が

ら
其
の
過
程
で
は
、
度
々
発
表
会

を
行
い
、
合
員
の
批
評
等
を
受
け

な
が
ら
完
成
さ
せ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
が
、
全
体
を
通
じ
て
個
人
の

自
主
性
を
引
き
出
す
事
に
つ
と

め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
ら
企
画

し
実
行
出
来
る
農
民
の
育
成
に
つ

と
め
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で

の
農
村
青
年
教
育
は
ど
う
で
あ
っ

た
か
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
農
林
省
が
農
民
教
育
を
取
り

上
げ
た
の
は
、
昭
和
九
年
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
教
育

と
言
え
ば
、
文
部
省
に
一
任
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
農
林
省
が

農
村
の
経
済
更
正
事
業
を
推
進
す

る
た
め
に
取
り
ｌｉ
げ
た
の
が
、
農

村
の
中
堅
人
物
養
成
を
日
精
し

た
、
修
練
農
場
の
制
度
で
す
。
こ

れ
は
デ
ン
マ
ー
ク
の

「国
民
一尚
等

学
校
を
モ
デ
ル
に
し
た
も
の
で
あ

り
、
本
県
で
も
昭
和
九
年
八
月
に
、

児
湯
部
上
穂
北
村

（現
西
都
市
）

に

「宮
崎
県
茶
臼
原
農
民
道
場
」

が
設
立
さ
れ
、
農
民
精
神
修
練
の

場
と
し
て
、
多
く
の
人
材
を
輩
出

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
道
場

も
昭
和
■
十

一
年
高
鍋
町
に
移
転

し

（現
農
業
大
学
校
）
同
年
四
月

「宮
崎
呉
開
拓
増
と
修
練
農
場
」

と
な
り
、
更
に
二
十
四
年
四
月

「宮
崎
県
経
営
伝
習
農
場
」
と
時

代
と
共
に
名
称
も
内
容
も
変
わ
っ

て
参
り
ま
し
た
。
昭
和
ｉ
十

一
年

終
戦
を
境
と
し
て

「民
主
主
義
国

家
」
と
な
り
農
業
に
於
い
て
も
、

民
主
的
な
農
村
建
設
の
た
め
、

「農
地
政
革
」
が
行
わ
れ
、
農
業

会
が
解
散
し

「農
協
」
に
、
更
に

二
十
三
年
七
月

一
五
日
農
業
の
改

良
と
農
村
生
活
の
改
善
、
農
村
青

少
年
教
育
の
た
め

「農
業
改
良
助

長
法
」
が
公
布
さ
れ
、
農
業
改
良

普
及
品
、
生
活
改
良
普
及
員
の
制

度
が
始
ま
り
、
共
の
指
導
の
下
に

４
Ｈ
ク
ラ
ブ
運
動
が
普
及
し
て
参

り
ま
し
た
。

1亜華醒‖

図1 メスジカ可lH区域
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易
負
労
働
夫
邑
表
彰
契
留ヂ
し

等殿
告
乞
め
尋L

諸
塚
村
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
　
会
長
　
小

川

　

希

迫

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
十
五
年
十

一
月
十

一
日

「全
国
社
会
福
祉
大
会
」
が
東
京

で
開
催
さ
れ
、
諸
塚
村
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
が

「民
生
委
員

活
動
の
実
践
を
通
じ
て
共
に
支
え

あ
う
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し

た
」
と
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受

け
、
十

一
月
二
十

一
日
宮
崎
県
庁

で
そ
の
伝
達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

県
民
児
協
発
足
二
十
周
年
と
い

う
節
目
の
年
に
受
賞
と
い
う
こ
と

は
、
誠
に
輝
か
し
く
光
栄
の
至
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
の
民
児
委
員
制
度
は
、
大

正
六
年
に
岡
山
県
で
方
面
委
員
制

度
と
し
て
起
こ
っ
た
と
い
わ
れ
、

当
村
で
も
昭
和
三
年
に
助
役
を
中

心
に
大
字
ご
と
に
各
二
名
配
置
、

行
政
の
補
助
機
関
と
し
て
そ
の
源

が
発
し
ま
し
た
。

終
戦
後
方
面
委
員
制
度
は
廃
止

さ
れ
、
昭
和
二
十
二
年
四
月

一
日

に
民
生
児
童
委
員
法
が
施
行
、
歴

史
の
流
れ
で
全
人
的
に
、
地
域
に

限
が
向
け
ら
れ
、
そ
の

「幸
せ
」

を
は
か
る
よ
う
活
動
の
範
囲
も
広

め
ら
れ
ま
し
た
。

今
日
ま
で
の
永
い
問

「方
面
委

員

・
民
児
委
員
」
多
く
の
先
輩
委

員
が
、
本
村
社
会
福
祉
の
向
上
に

携
わ
り
そ
の
都
度
、
制
度
の
理
解

と
実
践
に
腐
心
、
並
な
ら
ぬ
努
力

と
研
鑽
、
真
摯
に
、
が
む
し
ゃ
ら

に
日
夜
活
動
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

諸
先
輩
委
員
の
御
吉
労
と
密
接

な
連
携
継
承
か
ら
生
じ
た
今
回
の

賞
の
深
さ
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

又
い
つ
の
時
代
も
進
取
の
行
政

姿
勢
で
お
取
り
組
み
下
さ
る
村
ご

当
局
、
村
社
協
、
東
臼
杵
福
祉
事

務
所
機
関
等
々
、
関
係
機
関
各
位

の
絶
大
な
る
御
指
導
御
助
言
、
村

内
各
自
治
公
民
館
村
民
各
位
の
御

理
解
御
協
力
が
重
ね
ら
れ
て
認
め

ら
れ
ま
し
た

「賞
」
を
誇
り
と
重

責
と
感
激
を
も
つ
て
拝
受
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
大
き
な
賞
は
、
今
後
の

私
達
の
活
動
に
対
す
る
誇
り
と
激

励
と
活
動
基
本
の
重
し
と
し
て
肝

に
銘
じ
、
不
断
の
精
神
研
鑽
の
も

と
、
諸
塚
村
社
会
福
祉
の
一
端
を

担
う
民
児
委
員
の
拠
り
所
と
し
て

委
員
同
志
の
融
和
と
協
調
を
は
か

）

り
、
も
っ
て
住
民
誰
も
が
こ
の
地

で
生
き
て
良
か
っ
た
と
安
心
し
て

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
郷
土
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
住
民

の
最
も
身
近
で
信
頼
に
応
え
ら
れ

る
援
助
者
と
し
て
民
生

・
児
童
委

員
活
動
に
適
進
微
力
を
傾
注
い
た

す
覚
悟
を
新
た
に
い
た
し
ま
し

た
。今

後
尚
い
っ
そ
う
の
御
指
導
、

御
協
力
、
御
理
解
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
を
申
し
上
げ
、
意
を
尽
く

し
得
ま
せ
ん
が
受
賞
ご
報
告
と
御

礼
と
い
た
し
ま
す
。

宮 崎 県 最 低 賃 金
(H15年の金額改正は

ありませんでした)

時間額 (円) 効力発生回

605 1410 1

産

業

別

最

低

賃

金

肉製品 ・事し製品製造業 633 151226

電気機械器具、情報通信機械器具、
電子部品・デバイス製造業
(医療用計測器製造業を除く、
ただしb電 計製造業|よ含む)

660 151226

告 穫 商 品 小 売 業 ６４６ 151226

自 動 車 ( 新車 ) 小売 業 674 151226

1 最低賃金1よ、臨時、ブヽ―卜、アルバイトなどを含めた全ての労働者に適用されます。
2 最低賃金には、次の賃金等|よ含まれません。①賞与などの臨時の賃金、②時間外労働などの言」増隻金、③精曽動手
当、通勤手当及び家族手当
※最低賃金に関する間い合わせは、目崎労働局賃金皇 〈電話(0985)388836〉 又は最寄りの労働喜準監督署ヘ

働くルールの
最低賃金

ヽ
'
i 告= 介
一日

″
ヽ
ｎ卜

‐ 〒
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平成'5年 譜塚村のニュース20置
0さ よなら目交バス 定期′ヽスが一部撤退、

諸塚交通に引き継がれる
合成崎孝孜村長就任 新 3役 でスター ト
■諸塚相が総務大臣表彰受賞

(過疎地域自立活性化優良団体)
i河 議会新体制でスター ト
1財 部賢教育長 (かつて諸中校長として赴任)
うギ就任
ヤ慎口杵南言「合併検討協議会発足
也の窪クロスカン トリーコースが完成
長茂監冒を招き交流会
ヽ48回 県乾しいたけ品評会 9連 覇達成 1

二塁ネッ ト運用開始
t fSC森 林認証公開模擬雷査会開催される

冒査員から高評価
t:卓 55回 諸塚村文化祭大自況

(1,300人 の人出)!
t吉 野富物語が五味太郎氏の絵本で甦る

絵葉書も発売
岱ほたる橋エコノ`―ク完成
操地蔵がTEられる

●産直住宅テレビ放映 産直住宅 (物件 60

件を超える)順 調に供給される

0森 林文化教育フォーラム

●アルバー ト ロ ト氏のピアノコンサー ト開催
0第 2回 諸塚駄賃つけ唄全国大会

●森のエコスクールで恒富小学校生徒が2泊

3日 で来村

●第 2期 介護保険保険料決定

月額 1吾!以上増額

●村民生委員児童委員が厚生労働大臣から表

彰を受ける

0諸 塚エコツーリズム研究会正式発足

●福祉協力員の活動スター ト
●シルバー人材センター発足

●郵便局福祉サービス開始
●入郷地区尿尿処理施設作成
●デイサービスセンター配食サービス開始

コ

串 i

樹種 :杉 A(直 )

長 さ 祉 区 分 市価格

3

4～ 7(直 出込) 7,000

8～ 10(直 曲込)

コ～13 9000

14～18 15,000

20～22 15,000

24～28 12500

30～34 12000

36～ 11,000

4～7 (直曲込) 13,000

8～11(直曲込) 11 000

12～14 13800

16～16 14,500

18～22 14,800

泌～28 14000

30～34 13!700

36～ 121500

平成16年1月1日～1月31日分
樹種 :杉B(曲 がり) 樹種 :僧A(直 )

長 さ 祉 区 分 市価格

3

4～ 7(直 曲込) 71000

8～ 10(直 由込) 81000

1～13 9000

14～16 111000

18～22 111500

24～28 10000

30～36

81500

4～ 7(直 曲込) 131000

8～11(直曲必 11 000

2～16 11 000

18～22 500

24～28 101500

30～36 10000

91500

(東郷センタ
ー12/19市 況より)

樹種 :槽B(曲 がり)

長 さ 能 区 分 格価市

3

4～ 7(直 曲込) 7000

8～ 10(直 曲込) 8000

11～13 9000

14～18 111500

20～22 121000

4～ 7(直 曲込) 13000

8～ 11(直 山込) 1 000

12～13 121500

14～16 131000

18～22 13000

*全 体的に強保合ですが、特に4

m小 れ太 母屋は品薄で強含み
のようです。

*早めの出荷をお願いします。

長 さ 構 区 分 格価市

3

4～ 7(直 曲込) 71000

8～ 10(直 曲込)

1～13 11 500

14～18 231000

20～22 231500

4～ 7(直 曲込) 13000

8～ 11(直 曲込) 1 000

12～13 17,500

14～16 25,500

18～22 26000

樹種 :杉 ・槍C

長 さ 祉 区 分 市価格

2

～20 21000

22ヽ
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門閉円閉円閉閉閉四田口巾仰］
平成十五年十二月作品
（兼題”装い）

競
う
が
に
日
毎
色
付
く
柚
子
の
映
ゆ
天
高
く
し
て
秋
を
装
う

文
化
祭
バ
ス
を
連
ね
て
故
里
帰
り
久
の
出
会
い
に
笑
み
の
語
ら
い

雨
ご
と
に
山
の
彩
り
衣
替
え
寒
を
し
の
ぎ
て
来
る
春
を
待
つ

「静
出
」
の
叩
く
撥
の
音
古
里
の
山
に
ひ
び
き
て
挙
り
て
祝
う

若
き
日
に
好
み
し
和
服
も
今
は
唯
タ
ン
ス
に
眠
り
て
着
る
こ
と
も
な
し

寒
暖
に
か
か
わ
り
も
な
く
ス
ラ
ッ
ク
ス
動
き
易
さ
に
馴
れ
し
現
代

文
化
察
最
後
を
か
ざ
る
も
ち
ま
き
に
髪
も
晴
れ
着
も
白
粉
か
ぶ
り
て

刻
忘
れ
笑
い
興
じ
る
ミ
ニ
バ
レ
ー
週
に
一
度
の
体
力
づ
く
り

に
し
き
鯉
水
辺
に
落
ち
る
え
さ
拾
い
小
さ
な
鯉
も
負
け
ず
え
さ
追
う

秋
風
に
な
び
く
す
す
き
も
見
ゆ
る
な
り
月
の
明
か
り
に
高
千
穂
の
原

色
づ
き
し
山
の
装
い
秋
惜
し
む
ご
と
く
に
枯
葉
ほ
ろ
ほ
ろ
と
散
る

南
極
の
皆
既
日
食

一
瞬
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
光
装
う

今
日
の
こ
と
告
げ
て
灯
明
点
し
見
る
夫
は
や
さ
し
く
我
を
見
送
る

幼
顔
裾
だ
ぶ
だ
ぶ
の
作
業
衣
に
時
代
の
流
れ
見
す
る
装
い

藤
日
　
米
夫

山
本
　
正
士

甲
斐
　
み
ね

平
回
カ
ツ
子

西
日
　
ち
は

土
持
　
保
夫

法
回
　
照
代

菊
池
　
ゆ
き

園
児
等
の
年
に
一
度
の
発
表
会
孫
も
着
飾
り
踊
り
の
始
ま
る

婆
さ
ん
の
重
を
付
け
て

「岸
壁
の
母
」
踊
れ
ば
今
日
も
胸
熱
く
な
る

不
景
気
の
風
強
き
と
ぶ
世
な
れ
ど
も
飽
食
の
日
々
た
だ
あ
り
が
た
し

櫛
の
歯
に
数
本
か
か
る
髪
の
毛
を
す
か
し
な
が
め
て
別
れ
を
惜
し
む

秋
の
風
絵
筆
も
つ
ご
と
山
々
を
色
染
め
な
が
ら
装
ひ
替
ぶ
る

セ
ン
サ
ー
で
踊
る
サ
ン
タ
に
幼
子
は
じ
っ
と
見
つ
め
て
瞬
き
も
せ
ず

武
装
せ
る
イ
ラ
ク
兵
士
の
大
写
し
限
に
い
ま
だ
幼
さ
の
あ
り

恐
竜
の
ご
と
き
黒
雲
移
り
つ
つ
吾
が
う
ぶ
す
な
の
出
覆
い
ゆ
く

尾
形
　
森
衛

紅
葉
の
装
い
落
と
し
山
や
ま
は
冬
の
お
と
ず
れ
静
か
に
待
て
り
　
　
　
　
佐
藤
モ
モ
エ

装
い
を
自
慢
す
る
女
居
る
け
れ
ど
野
に
咲
く
花
に
及
ば
ざ
り
け
り

成
松
　
清
則

黒
木
伊
知
結

こ
の
度
轄
塚
短
歌
会
の
第
二
歌
集

「籍
塚
の
石
」
が
発
刊

さ
れ
ま
し
た
。　
一
般
販
売
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
村
の

図
書
館
と
、
役
場
玄
関
横
の
図
善
コ
ー
ナ
ー
に
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
曽
さ
ん
寄
ら
れ
た
際
に
は
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
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諸

塚

甲岡
村

斐田
塞

正忠委

昌重員

諸

塚

村

教

育

委

員

会

教
育
長

財
　
部
　
　
　
賃

教
育
委
員
長
　
紡
勺
　
納
〕
　
と
ω
　
怯
中

教

育

委

員

職
　
申只
　
一　
同

諸
塚
村
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

甲
　
斐
　
　
　
磨

委
　
員
　
一　
同

コ峯ご  五11 2004方BJユ
歯
ア

甚ン

職大
ト

ピ
員原
ァ

ー忠諸

同徳塚

諸
塚
村
国
民
健
康
保
険
病
院

院

長

山

内

弘

一
郎

副
望

黒

木

重
二
郎

職
　
員
　
一　
同

収助村
諸

入
役 役 長

塚

職甲甲成

員斐斐崎
村

一重 孝役

同保勝孜場

□
副議
諸

議
長 長
塚

議西黒

員田木
村

一喜正蔵

同郎一会

嬢諸

委景雷
員川 生

一希レ
同迪 会

諸
塚
村
社
会
福
祉
協
議
会

会

長

成

崎

孝

孜

役

職

員

一
同

倉尋
委黒農

員木業

一茂ゾ
同樹会

諸
塚
村
白
治
公
民
館
連
絡
協
議
会

会

長

尾

形

正

夫

外
　
公
民
館
長
一
同

東
臼
杵
農
林
振
興
局

諸
塚
駐
在
所

所

長

増

永

保

彦

職
　
員
　
一　
同

日
向
上
木
事
務
所
諸
塚
駐
在
所

所

長

永

井

義

治

職
　
】貝
　
一　
同

所呂
長警

谷蜜
口諌
涼馨
次所

日

向

農

業

協

同

組

合

垂

貞

甲

斐

重

信

外
　
役
職
員

一
同

耳

川

広

域

森

林

組

合

諸
塚
支
所
長
　
田
！
　
変
キ
　
チ
何
　
と佐

外
　
役
職
員

一
同

九
州
電
力
株
式
会
社
塚
原
工
務
所

所
　
長
　
一剛
　
田
　
十乃
　
己

副

長

猿

渡

治

幸

副

長

飯

干

祐

一

副

長

森

田

　

宏

外
　
職
員

一
同

副 副 同
諸

貿翼長塚
大西松村

橋田村消

活喜晃防

啓郎三団

諸
塚
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

会

長

西

日

稔

幸

外
　
役
員

一
同 同一校 蔵校 夫校 美校 成校

△諸

長塚

外山村

慾
根商

員隆工

同兆会

諸

塚

漁

業

協

同

組

合

轡

長

綾

　

　

一
一

男

外
　
役
職
員

一
同

会
諸

長塚

外甲
村

禦
斐
暑

同磨会

A諸

曇
需

外甲遺

質
斐
楊

同明 会

△諸

昌
紹

外尾寿

質監目

同衛会

局
七

長 ツ

外橋 山

職
日郵

員孝便

同一局

局
諸

長塚

外緒

職方
郵

員春便

同光局

諸
塚
村
婦
人
連
絡
協
議
会

会

長

甲

斐

弘

子

外
　
役
員

一
同

諸
塚
村
青
年
団
連
絡
協
議
会

会

長

山

崎

照

久

外
　
役
員

一
同

軍
人
恩
給
連
盟
諸
塚
支
部

支
部
長

里
小　
木
　
茂
　
夫

会
　
員
　
一　
同

日
向
地
区
交
通
安
全
協
会
諸
塚
支
部

支
賢

甲

斐

中
心

久

役

職

員

一
同

消 防 出 初 式

期 日 1 月6 日 ( 火)

場 所 村民運動場

日 程 中央集合  8:00

開   式   8 : 2 0

聞   式  1 2 1 3 0

平成15年度(第58回)諸塚1寸成人式
1 月3 日 ( 上)

会 場 諸塚村中央公民館     ネは日 程
 雛88定8!28 雲  猟  民君
9:40～10:00 発  表   を
10:00～10:20 ビデオレター   碁

ギ酬」樹ヤ彰 塔


